第　38回　施設処遇検討会議　議事録　Ｈ22.2.1

H　13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M・須々田珠実・木村春子・馬渕豊子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小笠原嘉紀・三浦とし子・上平ユリ子・小坂和子

 (欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・長谷部S.G.M末政絵美・兵藤拓明・福士一

竹内一貴・中村文洋)
記　録：小坂　和子

議題

１：関　秀治様  （青明舎入所者様）の処遇について

２：藤村　翔様  （青山入所者様）の処遇について

３：岩城　敏夫様（青風荘利用者様）の処遇について

１：関　秀治様（青明舎入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症　なし

＜問題点＞・

・ストレスによる病状悪化を未然に防ぐ。

介入方法

⇒・世話人、外来、ナイトケア、デイケアと情報の共有を密に行う。
・訪問時に本人の話しを聞き悩み事に対してその都度アドバイスをする。
・本人の様子に変化があった際には関係機関に情報提供を行う。
・必要に応じて外来に同行し、現在の本人の様子について主治医へ報告する。
・必要時に家族へ連絡し三者面談を実施する。本人の様子のついて話し、実家の手伝いを減らして頂く。

＜評価＞

職親が終了し一日2時間の掃除アルバイトを行っているが、社会生活の範囲を広げる意味あいもあり、継続できるよう支援していく。本人は対人関係や就労の話題にストレスを感じる様子あるが、現在の生活を維持出来ており、今の環境で症状安定を図るためにも状態を見守っていく。

２：藤村　翔様（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

＜問題点＞

①1、服薬管理
2、独語・幻聴に左右された発言行動への対応
介入方法

⇒・受診時、1週間分ずつ処方される。１包ずつ日付記入し服薬ボードにセットする。職員も確認する。
・事務室管理で食後に受け取り服用しているが、渡す際には服用日と時間を復唱する。
・独語が聞かれる時は自室にこもらない様に促し、散歩や当番など役割への声がけを行い気分転換を勧める。
· ストレス等で困惑していないかどうかを日常会話の中から聞きとり、理解力や解釈の違いを考慮しながら現実検討ができるように促す。

· 症状の変化を主治医、関係部署に情報提供を行う。

②1、他者交流
2、日中活動　

介入方法

⇒・1/4からデイケア利用（月曜日、木曜日）を開始している通所プログラムに慣れることが優先されている時期で参加できた事の内容を確認して評価している。
・他者交流は自分から声かけしたり話題を見つけるきっかけとSSTを活用し会話が行えるよう面談時に振り返りを行っている。
・時間を決めてパソコンワード打ち、塗り絵、散歩を行い
できた事への評価をして自室にこもらないよう促している。
・休日は囲碁ゲームやカラオケを行い他者とも交流を持ち表情も良い
③1、健康管理
2、体重管理、運動
介入方法
⇒・口呼吸の傾向にあり、鼻づまりもある為、自室の清掃と
布団上げ下げや衣類整理の際は換気を良くして行うよう声かけと介入を行う。1/11からメインター点鼻液処方される。
・入所時85kgの体重が1/7現在81kgに減少している。
本人の希望もあり70kg台を目標としている。体重管理とストレス発散も兼ねて散歩をする機会を取り入れている。
＜評価＞
入所３ヶ月目であるが、服薬については自宅での自己管理となる為、確実な服用が出来るよう支援する。幻聴に左右されるところがあるため、他者とトラブルにならないように見守り、安定した生活が営めるよう早い時期に本人の人間性や病状状態を把握し、それに合わせた対策や対応・支援内容を決め、入所期間中に確立し退所へ向けた支援をしていく。

３：岩城　敏夫様（青風荘入所者様）の処遇について
病名：　　　　合併症：心房細動

＜問題点＞

　①身の回りの整理が出来ない。

（部屋が乱雑になっており、探し物の置いた場所が分からなくなる。）
介入方法

⇒・定期的にスタッフが介入して整理整頓を行い、内容別に分けて分かりやすく表示しておく。（本、カセット、文房具類、自己作品等、物が多量にある為保護者に預かっていただくか、廃棄することも促していく。）
・置き場所を決め、使ったものは元に戻す習慣を身につけていく。整理することにより同じ物を再度購入することを減らしていく。
・衣類を区別無く収納する為、洗濯の済んだ衣類は速やかに整理する習慣をつけ、汚れた物は洗濯かごに入れる習慣をつけていく。

②被害妄想によりトラブルになる可能性がある。

介入方法

⇒・発言に対しては、否定も肯定もせず、ある程度本人の話しを聞く。傾聴する事で落ち着きを取り戻す為、順序だてて納得できるよう説明しながら、トラブル回避に努める。
＜評価＞
身の回りに関しては定期的に本人と整理しながら解決していく。勧めたことに対しては興味を示し自らも取り入れたり、趣味の幅を広げようとする姿勢が見られる為、今後も本人へ様々な情報提供しながら充実した生活が送れるよう支援していく。







